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はじめに

現状

• 学生の主体的な学習を実現，大学教育の質保証

• 大学が「何を教えるか」ではなく，学習者が
「何ができるようになるか」という大学教育の
質的転換

• アウトカムを学術水準でチェックすることで教
育の質を保証

• 高等教育機関の3ポリシーの策定，公開

• コンピテンシーやルーブリック等で公開されて
いるものもあり



はじめに

システムで利活用するための課題

• 学術水準の公開方法・データ形式

• HTML形式によるリストや表組み，PDFファイルなど
様々な形式で公開

• 人が理解可能なヒューマンリーダブルなデータではあ
るが，機械やプログラムで利用可能な構造化された
データにはなっていない



参考: オープンデータ

• 国、地方公共団体及び事業者が保有する官民デー
タのうち、国民誰もがインターネット等を通じて
容易に利用（加工、編集、再配布等）できるよう、
次のいずれの項目にも該当する形で公開された
データをオープンデータと定義する。

• 営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能な
ルールが適用されたもの

• 機械判読に適したもの

• 無償で利用できるもの

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html

オープンガバメント- オープンデータ

http://openlabs.go.jp/opendata/

気象庁 - 各種データ・資料

http://www.jma.go.jp/jma/menu/
menureport.html

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://openlabs.go.jp/opendata/
http://www.jma.go.jp/jma/menu/menureport.html


オープンデータの5つの段階とデータ形式

総務省 - オープンデータとは http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata01.html

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata01.html


IMS Competencies and 
Academic Standards 

Exchange (CASE)



CASE概要

IMS GLCにより，学習や教育に関するコンピテン
シーや学術基準，ルーブリック等の電子的なやり取
りを実現するために策定された技術仕様
(2017年7月公開)

https://www.imsglobal.org/activity/case

https://www.imsglobal.org/activity/case


サービスアーキテクチャと仕様モデル

CASEモデルの学術水準をREST/JSONデータで交換

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html#Main3p4

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html


 

サービスアーキテクチャと仕様モデル

CASEモデルの学術水準をJSONデータで交換

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html#Main4p2

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html


システム開発と実装

• OpenAPI 仕様で記述されたCASE REST/JSON 
Binding Version 1.0 が公開済み

• OpenAPIは，OpenAPI Initiativeが推進するRESTful 
APIのインターフェイスを定義する標準フォーマット．
Swagger specificationsが元になっている．

Swaggerツール群を利用したシステム開発，実装が可能

※LTI等これまでの他の技術仕様は，XMLベースのAPIを記述
する標準フォーマットWSDLを採用

https://swagger.io/tools/open-source/


Swagger Codegen

YAMLで仕様を管理し，YAMLから作成

各種言語
スタブサーバ
APIクライアント等

ドキュメント

Swagger Codegen

IMS CASE(YAML, JSON)



実装事例

CASE準拠コンピテンシー管理ツール OpenSALT

• Public Consulting Group(PCG)らによって開発
(PHP, MySQL)

• GitHubにてMITライセンスで公開

ジョージア州教育省が州の学習基準をOpenSALT に
よりCASE準拠で公開

• PGCとともにアメリカ全50州の学習基準を公開

• 2018年のIMSラーニングインパクトアワード・プ
ラチナの最高賞を受賞



ディスカッション

• 日本におけるCASE標準の利活用場面

• LMS, ｅポートフォリオ, SIS, シラバスetc.

• DP, CP, AP？

• システム利活用に向けた課題

• マシンリーダブルなデータ？

• CASE準拠のシステムやツールの開発


